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予算総額　986 億 2,300 万円
一般会計　481 億円
特別会計　204 億 8,000 万円
企業会計　300 億 4,300 万円

一般会計予算の概要
総額　481 億円（令和 6 年度 482 億円　前年度比 1 億円減）

市
政
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て

　

昨
年
の
日
本
人
の
出
生
数
は
統
計
開
始
以
来
、

初
め
て
70
万
人
を
下
回
り
、
9
年
連
続
で
過
去
最

少
を
更
新
す
る
見
通
し
が
示
さ
れ
、
我
が
国
の
少

子
化
の
進
行
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
状
況

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
団
塊
の
世

代
（
昭
和
22
年
か
ら
24
年
生
ま
れ
）
が
、
す
べ
て

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
今
後
、
死
亡

者
数
の
増
加
に
拍
車
が
掛
か
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
の
出
生
数
が
過
去
最

少
の
275
人
と
な
り
、
少
子
高
齢
化
を
主
因
と
し
た

人
口
減
少
が
進
行
し
て
お
り
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
よ
る
産
業
の
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
の
進

展
に
よ
る
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
と
い
っ
た

課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
近
年
の
急
激
な
物
価
高
騰
や
労
務
単

価
の
上
昇
、
高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
し
た
施
設

や
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
維
持
管
理
経
費
の
増
大
な
ど

に
よ
り
、
市
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
困
難
な
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
将
来
に
わ
た
り
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
、
安
定
し

た
行
財
政
基
盤
を
確
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
や
事
務
事

業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
、
公
共
施

設
の
統
廃
合
、
市
債
発
行
の
抑
制
に
よ
る
公
債
費

負
担
の
軽
減
、効
率
的
な
組
織
体
制
の
構
築
な
ど
、

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
収
支
の
均
衡

と
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
不
確
実
性
が
高
く
、
将
来
の
展
望
が
見
通
し
に

く
い
時
代
が
今
後
も
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
未
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
、
時
代
の
変

化
に
適
応
し
な
が
ら
、
直
面
す
る
課
題
に
も
し
っ

か
り
と
対
応
し
〝
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
〟〝
よ

り
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
〟
を
目
指
し
て
〝
オ
ー
ル

岩
見
沢
〟〝
チ
ー
ム
岩
見
沢
〟
で
市
政
の
持
続
的

な
発
展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
市
政
運
営
の

基
本
は
〝
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
信
頼
〟
と
申
し
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増

す
中
、私
は
職
員
一
人
一
人
が
〝
岩
見
沢
の
ま
ち
〟

の
た
め
に
働
く
と
い
う
共
通
の
ベ
ク
ト
ル
を
持

ち
、
資
質
、
能
力
を
含
め
た
総
合
的
な
職
員
力
を

高
め
て
い
く
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
と
人
的

資
源
配
分
の
最
適
化
を
進
め
、
全
庁
一
丸
と
な
っ

て
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
徹
底
し
た
現
場
主
義
の
も
と
、

私
自
身
が
先
頭
に
立
ち
、
市
民
本
位
の
市
政
、
開

か
れ
た
市
政
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
７
年
度

市
政
方
針
と
予
算

　
3
月
3
日
か
ら
市
議
会
第
1
回
定
例

会
が
開
か
れ
、
松
野
市
長
が
令
和
7
年

度
の
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
な
る
市

政
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
市
政
方
針
と
令
和
7
年
度
予
算

の
概
要
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
6
つ
の

重
点
分
野
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
先　
企
画
室　
☎
35
‐
４
８
３
４

総務費　44.1 億円（9.2％）
住民票の発行などの一般的な事務

民生費　161.6 億円（33.6％）
児童・高齢者・障がい者福祉、生活保護など

衛生費　41.3 億円（8.6％）
ごみ処理、健康診断など

農林水産業費　19.4 億円（4.0％）
農業・林業・畜産の振興など

商工費　19.6 億円（4.1％）
商工業の発展、観光の振興など

土木費　59.8 億円（12.4％）
道路・公園・市営住宅の整備、除排雪など

教育費　43.1 億円（9.0％）
小・中学校教育、生涯学習など

公債費　61.5 億円（12.8％）
借入金の元金と利子の返済

諸支出金　11.5 億円（2.4％）

議会費・労働費・消防費・予備費　19.1 億円（3.9％）
議会運営、消防負担金など

市税　86.2 億円（17.9％）
市民税、固定資産税など

地方譲与税　5.3 億円（1.1％）

地方消費税交付金等　24.2 億円（5.0％）

地方交付税　155.7 億円（32.4％）
国（国税など）からの交付金

市債　20.1 億円（4.2％）
長期的な借入金

国庫支出金　79.2 億円（16.5％）
使い道を特定された国からの補助金など

その他　110.3 億円（22.9％）

歳入 歳出

令和 7年度予算　重点分野の取り組み
市民生活の質の向上 × 地域経済の活性化

人と緑とまちがつながり人と緑とまちがつながり
ともに育み未来をつくるともに育み未来をつくる

健康経営都市健康経営都市

防災・防犯・地域コミュニティ
地域で支え合う安全・安心なまち地域で支え合う安全・安心なまち

健康・福祉・医療

みんなが健康で元気に暮らせるまちみんなが健康で元気に暮らせるまち
産業経済・交流

活力と活力と賑賑
にぎにぎ

わいに満ちた魅力あふれるまちわいに満ちた魅力あふれるまち

子ども・子育て・教育・文化
豊かな心と生きる力をはぐくむまち豊かな心と生きる力をはぐくむまち

都市基盤・環境
自然と調和した快適で暮らしやすいまち自然と調和した快適で暮らしやすいまち

市民参画・行財政運営
市民とともに創る持続可能で自立したまち市民とともに創る持続可能で自立したまち
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令
和
7
年
度
の
予
算
は
、
徹
底
し
た
〝
選

択
と
集
中
〟
の
視
点
に
立
ち
、
歳
出
予
算
の

削
減
と
事
業
の
再
構
築
を
行
う
と
と
も
に
、

医
療
体
制
の
確
保
や
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

を
は
じ
め
と
し
た
、
地
域
の
未
来
に
資
す
る

事
業
に
は
重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
総
額
は
481
億

円
、
前
年
度
比
0.2
㌫
の
減
、
特
別
会
計
と

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
総
額
は

986
億
2
千
300
万
円
、
前
年
度
比
7.9
㌫
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
病
院
事
業
会
計
に

対
す
る
貸
付
金
の
9
億
円
を
含
め
、
19
億
円

の
繰
り
入
れ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

現
在
見
直
し
を
進
め
て
い
る
〝
中
長
期
財
政

計
画
〟
の
着
実
な
推
進
に
よ
り
、
将
来
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
と
持
続
可
能
な
財
政
運

営
の
両
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市議会の様子
【YouTube】

市政方針

ID：3439 ID：3434

重点分野の取り組み
【市ホームページ】

詳しい内容は市ホームページ、市議会公式 YouTube
をご覧ください

　
市
は
〝
人
と
緑
と
ま
ち
が
つ
な
が
り 

と
も
に
育
み
未
来
を
つ
く
る 

健
康
経
営

都
市
〟の
実
現
に
向
け
て〝
選
択
と
集
中
〟

の
視
点
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
効

率
的
に
予
算
配
分
を
行
い
、
総
合
戦
略

に
基
づ
く
効
果
的
な
事
業
展
開
に
よ
る

〝
市
民
生
活
の
質
の
向
上
〟
と
〝
地
域
経

済
の
活
性
化
〟
を
推
進
し
、
将
来
世
代

が
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

重点分野の取り組みの一部を紹介します
防災・防犯・地域コミュニティ
地域で支え合う安全・安心なまち

災害に強いまちづくり
◦防災対策事業　3,169 万円
　�　防災訓練や出前講座、自主防災組織への支援を通して、地域による防災、減災を推進するほか、情報発信手
段の普及・啓発や備蓄品、防災資機材を整備し、有事に備えた取り組みを進めます。
冬の暮らしの安全・安心の確保
◦除排雪事業　16 億 9,660 万円　◦高齢者・障がい者の冬のくらし支援事業　2,800 万円
　�　〝総合的な雪対策〟の取り組みとして、道路除排雪のほか、福祉施策と連携した豪雪パトロールや情報提供、
町会・自治会などが実施する除雪ボランティアへの支援、高齢者世帯などの雪下ろしや間口除雪、定期排雪費
用の助成など、冬の暮らしの安全・安心の確保・向上を図ります。

みんなが健康で元気に暮らせるまち
健康・福祉・医療

障がい者の相談支援体制の充実・強化
◦共生のまちづくり推進事業　1 億 4,563 万円
　�　基幹相談支援センターを新たに設置し、障がい者などの多様なニーズに対応する包括的・専門的な相談支援
体制を構築するとともに、バリアフリーの推進やアール・ブリュット作品の鑑賞機会、学びの場の提供など、
社会参加しやすい環境の整備と障がいへの理解促進に取り組みます。
地域医療の充実に向けて
◦新市立総合病院建設事業　49 億 1,745 万円　ほか
　�　地域センター病院として良質で安全・安心な医療を提供するため、北海道中央労災病院との経営統合により、
医療資源の集約を図るとともに、新病院開院に向けた建設工事に着手します。

活力と賑
にぎ

わいに満ちた魅力あふれるまち
産業経済・交流

持続可能な農業の推進
◦農業 DX 推進事業　500 万円　ほか
　�　デジタル技術の活用や土づくりを基本とした農業基盤の最適化により収量増を図る農業DXを推進するとと
もに、新規就農に係る研修や経営安定化に向けた支援により、担い手の育成、確保を図るなど、基幹産業であ
る農業の持続性確保と所得向上に取り組みます。
地域経済の好循環を促進
◦プレミアム付建設券発行支援事業　6,500 万円
　�　市内建設業の受注機会の確保や市内で持ち家に居住する世帯の定住促進を図るため、主体的に〝プレミアム
付建設券〟を発行する経済団体、建設業団体などに対し、事業費の一部を支援します。

豊かな心と生きる力をはぐくむまち
子ども・子育て・教育・文化

子育てにやさしいまちづくりの推進
◦こども家庭センター事業　4,757 万円　ほか
　�　母子保健と児童福祉を一体的に運営するこども家庭センターにおける包括的な相談支援体制の下、妊産婦や
こども、子育て世帯を対象に、ライフステージに応じた切れ目ない支援を提供するほか、医療的ケアの必要な
児童とその家庭に対する支援、赤ちゃんとのふれあい体験を通じた若い世代のライフデザイン支援など、子育
て支援施策のさらなる充実を図ります。
芸術文化を核とした地域活性化
◦芸術文化・スポーツ交流創出事業　7,407 万円
　�　旧美流渡中学校校舎のリニューアルを行い、地域の歴史や文化の情報発信のほか、地域特性である芸術文化
を核とした地域活性化の取り組みを展開することにより、交流人口および関係人口の創出、拡大を図ります。

自然と調和した快適で暮らしやすいまち
都市基盤・環境

カーボンニュートラルに向けた取り組み
◦脱炭素・環境対策事業　955 万円
　�　地球温暖化防止実行計画に基づく公共施設の脱炭素化推進の取り組みとして、図書館の LED化改修を進め
るとともに、家庭における太陽光発電設備の導入を支援するなど、2050 年までにCO2 排出量を実質ゼロにす
る〝ゼロカーボンシティ〟を目指します。
ICT・デジタル技術活用による地域DXの推進
◦地域情報化推進事業　2,427 万円
　�　地域特性である ICTを最大限に活用し、市民や企業などが ICT・デジタル技術活用による恩恵を享受し実感
できる機能を社会実装するなど、地域DX推進による持続可能な地域社会の実現に向けた取り組みを進めます。

市民とともに創る持続可能で自立したまち
市民参画・行財政運営

効率的で質の高い行政サービスの提供
◦スマート・デジタル自治体推進事業　1 億 4,487 万円　ほか
　�　デジタル技術を活用した行政手続きや窓口対応のスマート化を通して、サービスの質の向上と業務環境の改
善・効率化を推進します。
広域連携による地域課題への対応
◦広域連携促進事業　500 万円
　�　新たに形成した南空知定住自立圏で、圏域における生活機能の確保や地域活力の維持・向上など、地域課題
の解決に向け、広域的な視点から各分野における取り組みを推進します。

https://www.youtube.com/channel/UCjjSzdyAOXBFq_yRLRIS7gg?view_as=subscriber
https://www.city.iwamizawa.hokkaido.jp/soshiki/kikakushitsu/seisaku_keikaku/3439.html
https://www.city.iwamizawa.hokkaido.jp/soshiki/kikakushitsu/seisaku_keikaku/3434.html

